
マレーシア特許手続

¥現地費用：
¥国内費用：

拒絶理由通知

意見書
・補正書

S u b s ta n t i v e  E xam i n a t i o n M o d i f i e d  S u b s ta n t i ve  E xam i n a t i o n

(注) 早期審査請求制度はありません。

特許権の維持には毎年特許料の納付が必要です。
第２年目以降の特許料は漸次増額します。

出願人の手続です。赤枠：
青枠： 現地特許庁の手続です。

この手続には国内費用と現地費用の両方が発生します。
なお、費用は改正されることがあります。

修正実体審査は修正審査より印紙代が安くなります。

¥

日本出願日から１年以内

¥国内費用：
現地費用：

○委任状

マルチのマルチ可

マレーシア出願

通常審査

日本出願の審査結果要

日本特許に基づいて特許付与

¥現地費用：
¥国内費用：

マレーシア出願日から２年以内（延長５年）
（国際出願日から４年以内（延長５年））

①日本国特許庁が認証した特許公報
②上記英訳文
③宣言書（翻訳者（公証人の認証）＋出願人）

出願審査請求 修正審査請求

拒絶査定

高等裁判所

上訴裁判所

マレーシア出願日から２０年まで

特許料納付

特許権付与

¥現地費用：
¥国内費用：

（ １年分 ）

不服

不服
¥現地費用：
¥国内費用：

審査

特許査定

補正書

日本特許が補正されている場合

¥現地費用：
¥国内費用：

平成２２（２０１０）年９月２８日現在


